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Notes on the butterflies describsd by V. de MoTscHULskYy 


By Teriso EsAki 


VICTOR de MOTSCHU- 
LSKY (1810-1871) は 主 と 
し て 19 世 紀 の 中 項 に 活躍 し 
た ロシア の 昆 中 学者 で . = 
シア 帝国 が 極東 か ら 北ア メ 
リカ へ と 発展 し た 黄金 時 代 
を 背 景 に し て , これ ら の 
“ 新 領土 ” の 昆虫 研究 に も 
先 団 を つけ た 人 で ある 。 ま 
た 日 本 が 開国 し た 直後 に 昌 
箱 館 - へ …- 来 た 領事 GoscH- 
KEVITCH 夫 委 の 採集 品 に 
よっ て , 日 本 昆虫 の 研究 に 
於 いて を 先駆 者 の 一 人 で あ 
っ た 。 彼 は 本 来 甲 虫 学者 
で ある が , 日 本 の 昆虫 に 関 
する 限り , ほとん と 総 て の 
昆虫 に つい て 記載 を な し , 
目録 を 作っ た 。 し か し 彼 は 
その 性 格 に 於 いて , また 経 
歴 に 於 て 非常 に 変っ てい 
て , 晩年 に 於 いて は 異端 者 
と し て 国際 的 な 学界 か ら は 排 撃 さ れ て いた . これ 等 の 
概略 に つい て は , 先頃 紹介 し た こと が ある の で , それ 
を 参照 され た い (新地 虫 5(11) : 25 27, 1952)。 ま 
た 彼 の 記載 は 極め て 粗雑 で , 不 注意 に よる 誤 が 多く , 
その た め に その 記載 だ け で は 判定 の 不可 能 な 場合 が 多 
い が , 多く の も の は 古く 他 の ョ シア 尼 虫 学者 の 同定 に 
よっ て その 種類 が 確認 出来 , また 一 部 の も の は 残存 し 











VICTOR de MOTSCHULSKY 
(EssIG, 1931 より さぐる) 


て いる types の 再 検 に よ 
っ て 同定 が 可能 と な っ て い 
る 。 役 の types を 含む 邊 
集 品 は 彼 の 死後 その 大 部 分 
が Moskva の 博物 館 へ , 
一 部 は St. Peterburg ( 今 
の Leningrad) の 博物 館 
へ 送ら れ た 。 し か し 現存 し 
て いる も の は その 中 の 一 小 
部 分 に 過ぎ な いよ う で あ 
る 。 私 は 彼 の 日 本 昆虫 の 
types を 見 た いと 思っ て , 
1925 年 8 月 26 日 この 博物 館 
を 訪れ た 。 こ の と ぎ き 邊 は ド 
イツ か ら 出 指 け て 行っ た の 
で ある が , そこ で 伝 然 パッ 
タリ 出 骨 っ た の は , 局 じ 目 
的 で 日 本 か ら や っ て 来 ら れ 
た 松村 松 年 先生 で , これ は 
全く 奇 机 で あっ た 。 肝 心 の 
MorscHurLeky の 標本 は 
革命 騒ぎ の 間 に 大 半 が 矢 わ 
れ て , 日 本 の も の は ほとん どー つも 残っ て いな い 。 結 
局 2 人 と る 無為 に 辞 去 し た の で あっ た 。 さて 甲 中 学者 
日 本 の も の に つい て は 蝶 易 る 
若干 記載 し て いる 。 由 の 方 は し ば らく お いて , 先ず 蝶 
の 方 を 見 る と 次 の よう な も の を 日 本 か ら 新 し く 記 載 し 
て いる 。 

Etudes entomologiques 9, 1860 








の MoTscHULSKY る, 
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Pieris aglaope (スジ グロ シロ チョ ツ ) 
Vanessa glauconia (ルリ タテ へ ) 
:29 Satyrus marginalis (クロ セカ ゲ モ ドキ ) 
: 29 (モン キチ ョ ウツ) 
Bulletin de la Societe imperiale des Natur- 


alistes de Moscou, 1866 


Colias poliographus 


:189 Parnassius citrinarius 
(ウス バシ ロ チ ョ ツウ ) 
・189 Triphysa nervosa 
これ 等 の 名 に は 現在 日 本 の 蝶 の 種 名 また は 亜 種 名 と 
し て 用 いら ちら れ て いる も の が ある が , それ を 詳し く 検 計 
し て 見 る と , いろ いろ な 点 で 不可 解 な こと が 非常 に 多 
い の で ある 。1860 年 の も の を 見 る と 第 1 に 気がつく こ 
と は 蝶 の 大 き さ で ある 。 彼 は 大 き さ を 示す の に “Exp. 
al.” すなわち 贅 の 開 張 を “1.” に よっ て 示し て いる 。 
aglaope 8 20, @ 22; glauconia 21; marginalis 
193; poliographus 18. 
この 長 さ の 単位 ligne (line) は 19 世 紀 中 頃 ま で は 
叩 虫 や その 他 の 動植物 の 測定 の 国際 単位 と し て 使わ れ 
て いた (BURMEISTER, Handbuch der Entomologie, 
1 : 31, S 39, 1832: 同 英訳 (W.E. SHUCKARD): 26, 
き 39, 1836). それ は メー トル 法 の 流布 する 前 の こと 
で , その 標準 と な っ て いた の は Paris 尺 (フラ ンス 
尽 ) で あっ た 。 その頃 の 欧州 の 各国 の 尺度 を 見 る と, 
大 体 足 の 長 さ に 当る pied (Fuss, foot) か ら 以 下 
pouce (Zoll, inch), ligne (Linie, line) の 3 本 立 に 
な っ て いて , これ ら が 十 二 進 法 に な っ て いた 所 が 多い 
が , 十進法 の 所 も あっ た の で ある 。 また foot の 長 さ 
る 各国 に よっ て 少し づつ 違っ て いた 。 現 在 も われ われ 
は 昆虫 の 記載 に 出 て 来る “1ine" に し ば し ば 出合 う の 
で ある が , 多く の 人 は 現在 の イギリス の 1inch の 
1/12 に 当て て いる よう で ある *。 し か し イギリス 人 の 
記載 に ある も の は それ で いい が , ドイ ツ な どの 古い 記 
載 に ある “Linie” に は , 英 尺 の line を 当て る の は 当 
っ て いな い の で ある 。 これ は 所 諸 Pariser Linie ( 三 
2.256mm.) と いう も の で , イギリス の line (=2.117 
mm.) より は 少し 長い の で ある 。MoTscHULsKy の 





* 動物 分 類 学 研究 法 を 書い た MAYR, LINSLEY 及 
び USINGER 共著 の Methods and Principles 
of Systematic Zoology : 130, 1953 に line の 
換算 表 を 示し て いる が , Paris line を 無 中 し て 
英 尽 だ け に よっ て いる の は この 名 著 の 千 慮 の 一 
失 さ も 言う べき で あわ ろう. 


使っ た 尺度 も 当然 Paris line と 見 る べき で ある が , 
それ に よっ て 上 記 の 測定 を 換算 し て 見 る と : 
aglaope (スジ グロ シロ チョ ツウ ) 





1 20 1. 三 45.1mm. (58mm.) 
(9 22 1. 三 49.6mm. (62mm.) 
glauconia (ルリ タテ ハ ) 

21 1. 王 47.3mm. (64mm.) 
marginalis (クロ ヒビ カゲ モドキ ) 

19.5 1. 三 43.9mm. (56mm.) 

poliograbphus (モン キチ ョ ツア ) 

18 1. 三 40.6mm. (54mm.) 


の 如く な る 。 最 後に 括 紋 に 入れ て 示し た 長 さ は , それ 
ぞ れ の 種類 の 代表 的 な 中 康 の 大 き さ の 個体 の 実際 の 測 
空 値 で あっ て , MorscHuULsKky の 値 は 実際 より ゃ 有 避 
か に 小さ く , し か も る 偽 種 と ぁ 実 際 値 と の 比率 が 大 体 似 
て いる の が 解る 。 こ れ は 何 を 意味 する か と いう と , 彼 
の 使っ た 尺度 が Paris line で な く て , それ より 約 30 
の 位 長 か っ た に 違 な い の で ある 。 な お 交 の 開 張 の 測り 
方 は 大 陸 と イギリス と で 違っ て いて , 大 陸 で は 前 欧 後 
縁 が 大 体 水平 に な る 位置 に 展 門 し た 標本 に つい て 両 前 
半端 の 距離 を 測る の が 普通 で あ も やり, イギリス で は 翔 を 
左右 に 伸ばし た と き の 最 大 値 , すなわち 大 体 前 超 前 緑 
を 一 直線 に し た 位置 で の 両 前 政 端 の 距離 を 測る の で , 
この 点 ゃ 両者 の 間 に か な り の 開き が ある 。 上 の Mor- 
sCHULSkY の 半 の 開 張 ふる 大 陸 式 と し て 比較 し た の で 
ある 。 と この 点 を さら に 彼 に よっ て 記載 され た 他 の 昆虫 
の 場合 に つい て 調べ て 見 て も 同様 で , 例え ば 半 元 類 の 
場合 で は (1861) : 


Graphosoma CZ の SS の 

















(アカ スジ カメ ムシ ) 
5 1. 三 10.2mm. (12mm.) 
(ガメ ) 
3 1. 三 6.7mm. (9mm.) 
(ツマ ジロ カメ ムシ ) 
3.5 1. 三 7.6mm. (10mm.) 
(マツ モ ュ ムシ) 
4+ 1. 三 9.7mm. (13mm.) 
の 如く で , 全く 同様 な 関係 が 見 ちら れる 。 大 体 に 於 て 彼 
の 1ligne を 3mm. と すれ ば 実際 に 一 致す る よう で 
あぁ ある. これ を 更に 裏書 する 例 は , MOTSCHOLSKY の タ 
イプ の 残っ て いる も の に つい て 再 検討 し た 若干 の 論 交 
(KIRITSCHENKO, 1915, 半 贅 類 ; ANDREwS, 1928, 
Carabidae ; OGLOBRIN, 1930, Chrysomelidae な ど ) 
の 中 か ら ゃ 探す こと が 出来 る 。 例 えば 日 本 か ら 記載 さ 


れ た Dicherosis punctipennis MOTSCHULSKY, 1866 


Eurydema 7 どの 0S の 
Menida violacea 


Notonecta triguttata 
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( ニ 4z ヶ goZzs punctipennis) は 原 記載 CBull. Mosc. 
1866 : 176) に は “13 1.” と な っ て いる が , OGLOBRIN 
の タイ プ の 再 記載 (Eos 6 : 107, 1930) で は “4.5mm.” 
と な っ て いる の で ある 。 当時 使わ れ て いた 尺度 の うち 
で , 1ligne=3 mm. に 近い 関係 の あの は スエ テー デン 
の 尺度 で , これ は 他 の 諸国 の も の と 培っ て 十 進 尺 で , 
日 本 の 尺度 と ほとん ど 一 致し た も の で あっ た こと は 次 
表 の 通り で ある 。 従 っ て Morscrursky の ligne は 
日 本 尽 の “分” と 考え れ ば 実際 に は 差 支 えな い の で あ 
る 。 役 が 実際 スエ ー デ ン 尺 を 使っ た か 否 か は 証明 し 難 
い が 結 果 か ら み て そう 考え て いい の で ある 。 





この ELwEs の 説 を 採ら ちず , MoTscHULsKy が 
ZS/22 の を laodice に 近似 し て いる と し , それ と 比 
較 し て いる 点 か ら , 本 種 に 対し rgs7ana を 採用 し た 
(Butt. China, Japan, Corea : 1: 238, 1892). 一 方 で 
は ァ zxsZana の 寸法 が “8 201。 @ 211” と な っ て い 
て , これ を Paris 1ine に 換算 する と それ ぞ れ 45.1m 
m., 47.3mm. に な り , 原産 地 で ある アム ー ル 地方 の 
オオ ウラ ギン スジ ヒョウ モン が 如何 に 小形 と は 言っ て 
も , な お お 甚だ 小さ すぎ る の で , これ も ヶ zs/Zzg を 破 
棄 す る こと の 一 つの 理由 と な っ て いた 。 し か し これ を 
1 1igne 三 3mm. と すれ ば 8 60mm. @ 63mm. と な 





尼 貝 測定 に 使わ れ た 主 な 古い 尺度 対照 表 * (数 値 は mm.) 

















System / アア アア ア 

選 
11 ミ French (=Paris) pied 324.8392 pouce 27.072 ligne 2.256 

マ 
SW English foot 304.7945 inch 254 line 2.117 
a Danish (=Prussian) fod 313.8535 tomme 26.15 linie 2.18 
は (| | 
3 = Hamburgish Fuss 286.5715 Zoll 23.85 Linie 1.9875 
3 
| 
培 
中 宮 
ら Swedish fot 296.9 tum 29.69 linie 2.969 
ll 
で © _- 
日 1 日 本 尽 303.03 寸 30.303 分 3.030 
S 、 
A 





この 大 き さ の 点 で も う 一 つつ 問題 と な る 日 本 の 江 は オオ 
オウ ラ ギ ンス ジ ヒ ョ ウ モン で ある 。 こ れ に 対し て は 一 
般 に アム ー ル か ら 記 載 き され た 4Argynnis ruslana 
MorscCsUurLskY, 1856 (現在 は 4Argyronome 属 に 入 
れる ) の 名 が 用 いら れ て 来 た 。 日 本 や 極東 の 蝶 を 古く 
研究 し た ELwES や 最初 (1881) この 名 を 使っ て い 
た が , 後 4Zgyzzzs の 継 説 を 書く 時 に , Morscrur- 
SKY の 記載 が 極め て 不 完全 で あ っ て , この 種 で ある 
こと を 確認 出来 る 特徴 の 挙げ られ て な いと と を 理由 と 
し て , この 名 を 捨て , その 代り に 日 本 か ら 記 載 さ れ た 
7ys7 の の e JANSON, 1877 を 採っ た 。 (RPM Ent. 
Soc. London, 1889 : 562, 1889). その 後 LEEcm は 





* この 表 の 数 値 は 王 く と て ERNA MOHR, Umre- 
chnung der alten Langenangaben auf das 


metrische System. Zoologischer Anzeiger 
124: 94-95, 1938 に ょ っ た . 


り , 同 地 方 の 標本 に よく 一 致す る 。 記 載 の 中 laodice 
より 小形 と ある の は , その 比較 し た 7aodice が どこ の 
も の か る も 解ら ないし, LEECH も いう 如く 実際 7/zogzce 
より 小さ い 場 合 あ ある の で この 点 は 問題 で な い 。 記 
載 の その 他 の 部 分 は 極め て 不 朋 瞭 な 陳述 で , ELwss 
が 無視 し た こと る 無理 で は な いと 思わ れる が , その 3% 
に つい て の 記述 は 翔 の 裏面 の こと を 述べ て いる の で は 
な いか と 思う 。 そ う で あれ ば 一 応 の 了解 は 出来 る の で 
ある 。 私 は この 種 に つい て は や は り ァ zxsZana を 種 名 
と し , の 57 の 2e は 甚だ 大 形 な 日 本 産 の 型 の 亜 種 名 と 
すべ きこ と を 主張 し た い 。 記 載 不 明瞭 や , 小さ すぎ る 
と い うぅ 理由 を 以 て 破棄 する な ら ば , 彼 の 書い た 他 の 
種 , 特に 今日 広く 使わ れ て いる poliographus (モン 
キチ ョ ツウ ) の 如き も 到底 使え る 名 で は な いこ と に な 
る ゐる 。 

最後 に 問題 と な る の は Triphysa nervosa Mors- 
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の 次 , Leucophasia amurensis の 前 , すなわち シロ 
チュ ツウ 科 の 筆頭 に お いて いる 。 彼 の 目録 は 科 名 は 記し 
て いな い が ア ゲハ チョ ツ 科 7 種 , シロ チョ ツ 科 11 種 , 

イダ ラチ ョ ツウ 科 1 種 ,。 タテ ハチ ョ ツ 科 16 種 , ジ ヤ フ メ 
チュ ツウ 科 10 種 , シジミ チョ ツ 科 7 種 ,。 セセリ チョ ツ 科 
2 種 の 順序 で 記さ れ て お り , 7Z7 の ys の nervosa (は ジ 
ロ チ ョ ツ 科 の 筆頭 に あり , その 全文 は (1866 : 189) 


“Triphysa nervosa MOTSCH., statura et color 











Leucophas. Sinapis, sed brevior. Supra albida : 

alis subtus griseolis, neryis albescente pulvelosis. 
Exp. al. 13 1.” と な っ て いて , 欧州 の と メシ ロ チ ョ ツ 
(sinapis) と 比較 し て いる 。 この 点 か ら 見 て , eZ の 9S の 
は 真 の 77 め sg で は な く て , ショ チョ ツ 科 の も の 
で あっ た か , 或 は 真 の Triphysda だ oo だ と だめ) 

彼 は それ を ショ チョ ツ 科 の も の と 思っ た に 遅い な い 。, 

Triphysa 属 は ZELLER が 1850 年 に 創設 し た も の で , 

彼 の 記載 は 詳細 を 極め , か つ 最 後に それ が Coenony- 
mbha に 近 終 で ある こと を 強調 し て いる 。 また? は 表 
面 が 白色 無 終 で ある と は 言え , も し 真 の 772 ヵ ysg で 
あれ ば , 少し 蜂 虫 を 知っ て いる も の で あれ ば シロ チョ 
ウ 科 で な いこ と は 解る よう 計 思 われ る 。 従っ て 2@79ー- 
osg は シロ チョ ツウ 科 の も の で あっ た と 考え る 方 が 自然 
の よう で ある . MoTSCHOLSKY (は ZELLER と 交遊 が 
あっ た こと は 確か で , 現に 同 論文 中 の 時 の 部 分 は 
ZELLER の 検 関 を 経た こと を 明記 し て いる の で , も し 
NR Oh 真 に シロ チョ ツウ 科 で あっ た 場合 に , どう し て 彼 が それ 
Triphysa nervosa の 記載 を 和信 む . シロ を Triphysa に 入れ た か は 説明 に 者 し む が , その 辺 
チョ ッ 笠 の 和 填 頭 こち る こ ミ に 注意 . に 彼 の 彼 た る 所 以 が 存する も の の よう に 感じ られ る 。 


還 証 上 記 の 記載 に よ る と 欧州 の sinapis に 似 て , 刻 が 
crursky, 1866 で も る 。 こ れ は 日 本 か らち 記載 され た 嬉 いと い ぅ 点 は 北海 道 の orse2 に 当て は まる が , 裏 














MorscgurSky, 1866 (Bull. Soc. 




















ふも ふ の で ある が , 現在 は 日 本 に いな い ジ ャ メチ ョ ツウ 科 の 凍 が 灰色 を 帯び , 脈 が 百 色 の 点 は それ に 合わ な い 。 ま 
1 種 , 所 計 キ スジ ヒ カ ゲ に 当て られ て いる 。 この 種 は た 開 張 13 1.、 を 上 述 の 11=3mm. と し て も , 僅か に 
東 シ ベ リア , アム ー ル か ら 北 朝鮮 に 分 布 する 小形 な 蝶 3omm. で 。 これ は ozsef と し て は 最小 の 個体 に 当 
で , この 属 は 唯 1 種 7Zyze PALLAS の 中 に 約 8 事 RR TESS 
種 が 含ま れ て いる 。 上記 の rervosa は 北朝 魚や それ 。 こと に は 暑 踏 する 。 し か し 真 の 7ripkysa は 恐らく 
に 近 探し た 地域 の 陳 衝 に 当て らち れ て いる 。 雄 は 購 提 公海 道 に 産 する こと は な いで あろ うし , また それ が シ 
で ある が , 雌 は 表面 が 殆ど 全部 白色 , 裏面 は 嗜 色 を 帯 
び 凌 脈 の 部 分 が 黄 折 色 な の で ある 。 Morscnorsky の 
原 記 載 に よる と 逆 の 開 張 は “13 1.” で , これ を Paris 
line と し て 換算 する と 29.0mm., ステ ー デ ン line と 
する と 38.5mm に な る (朝鮮 の キス ジ ヒ カ ゲ の "は 3 k A 
34mm. 欄 で ある )、 さ て ここ 不思議 な こと は , 彼 は 


この Triphysa nervosa を Parnassius citrinarius 
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ロ チ ョ ウ で あっ た らし いこ と か ら 見 て , zez9s@ が 所 
庶 キ を スジ と カゲ で あっ た と は , 一 層 考 ん え 難い の で あ 
る 。 
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